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議  第 3 0 9 9 号 

令和５年１月 30 日 

 

民生病院常任委員会審査概要報告書 

 

                              委員長 山口 泰祐 

 

Ⅰ 開催年月日  令和４年 12 月 20 日（火） 

Ⅱ 会 議 時 間  午後１時 45 分～午後２時 02 分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎山口 泰祐  ○高岡 宏和  梅島 清香 

嶋川 武秀   中川加津代  坂林 永喜 

上田  武   曽田 康司  狩野 安郎 

（◎…委員長  ○…副委員長） 

〔議 長〕※坂林 永喜議長は委員として出席 

〔副 議 長〕 酒井 善広（総務文教常任委員会に出席のため欠席） 

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

        〔委員外議員〕 なし 

        〔事務局職員〕 西本 幸夫  吉本 昌史 

        〔傍 聴 者〕 なし 

 

Ⅳ 審査の概要 

 

１ 付託議案について 

議案第 131 号 令和４年度高岡市一般会計補正予算（第６号） 

 

以上、予算議案１件については、審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきも

のと決した。 

 

〈 審査の過程における質疑等は次のとおり。 〉 

 

（ 以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示 ） 

 

【議案第 131 号のうち、高岡市あんしん出産・子育て応援事業費について】 

 ○ 一般財源 2,219 万円の内訳は。 

 △ 事業にかかる経費のうち、本市が負担するのは、補助対象経費の６分の１のほか

補助対象外経費である。 

  ○ 妊娠届出時に５万円、出生届出時に５万円を支給するとのことだが、どのような

手順で支給するのか。 

△ 妊娠届出時については、母子健康手帳を交付する際に面談をし、その後に申請を
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受け付ける。出生届出時については、出生届の提出から概ね３か月以内に保健師等

が家庭訪問して面談をし、その後に申請を受け付ける。 

○ 出生届の提出後の面談については、保健師以外に、母子保健推進員が活動する予

定はあるのか。 

△ 保健師や助産師が対応することとしており、この時期の面談を専門職が行ってい

る点は本市の特徴である。なお、母子保健推進員には、生後７か月を迎える子ども

の家庭を訪問していただいている。 

○ これまで、保健師や助産師の訪問を断られた事例はあるのか。面談を受けないと

５万円が支給されないのであれば、対象者全員に支援が行き届かない可能性がある

のでは。 

△ 里帰り出産のため面談ができなかった事例がある。また、コロナ禍で面談を控え

る方もおられる。今回の支給にあたっての要件では、オンライン面談や電話も可能

となっているため、やむを得ない事情のある方に対しては柔軟に対応したい。 

○ 支給からこぼれ落ちる方が発生しないよう対処していただきたい。（要望） 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 
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民生病院常任委員会 当局説明員（４名） 

 

福祉保健部長 戸田  龍太郎   

福祉保健部次長 山 本  真 弘   

福祉保健部参事 長田  由美子   

健康増進課長 赤 阪  典 子   

    

    

    

    

     

    

    

    

    

    

    

    

    

    


